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マクロ経済で習うこと 
中心はＧＤＰ 
（支出の内訳） 
ＧＤＰ＝消費＋住宅投資＋設備投資+在庫投資＋公共投資＋政府支出＋輸出－輸入 
（時系列） 
ＧＤＰ＝経済成長＋景気循環 
 

市場 生産物市場 貨幣市場 労働市場 
供給 企業 マネーサプライ 労働者 

（失業率） 
需要 消費・投資 貨幣需要 企業 
価格 物価 

（消費者物価

卸売物価） 

利子率 
（国債利回り）

賃金 
（雇用者所得） 

 
教科書では、第 8章｢金融市場を分析する｣ 
 
貨幣 
 マルクスはどこかで、商品世界のなかにおける貨幣の存在は、動物世界の中でライオン

やトラやその他すべての現実の動物たちと並んで「動物」なるものが闊歩しているように

奇妙なものだと書いている。（岩井克人『ヴェニスの商人の資本論』） 

 
物々交換から貨幣へ 
 ・リンゴと魚 

 ・リンゴを売りたくて魚が欲しい人と魚が売りたくてリンゴが欲しい人がいないと成り

立たない。（欲望の二重一致） 

 
まず誰もが買ってもらえるもの（米、塩）に替える 
・ リンゴを売って米を買う→米を売って魚を買う。 

 
 

５．貨幣市場 
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貨幣の形 
石・米・塩→金、銀→紙、電子マネー 

 
貨幣の機能 
①（  ） 
 誰でも受け取ることを拒否しない貨幣は、間接交換を可能にした。 
②（  ） 
 さまざまな財やサービスの価値を数量的に比較可能にした。 
③（  ） 
 貨幣がいつでも誰でも受け取ってくれるため、交換の場を空間だけでなく時間にも広げ

た。 
 
貨幣の定義 
 一般的な貨幣の定義  1万円札、500円玉など 
 経済学の貨幣の定義  （     ） 
     通貨とも呼ぶ。     
 
マネーサプライ（貨幣供給量）の種類 
     現金 
    Ｍ１ 
   Ｍ２  普通預金 

Ｍ２＋ＣＤ      定期預金 
   ＣＤ（譲渡性預金、Certified Deposit） 

Ｍ２＋ＣＤの内訳

318兆円 , 47%

268兆円 , 40%

 65兆円, 10%20兆円 , 3%

現金通貨

預金通貨

準通貨

ＣＤ
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貨幣を供給する主体 
中央銀行  外部貨幣 ハイパワードマネー 

現金通貨＋日銀預け金（準備預金） 
民間銀行  内部貨幣 預金 
 
銀行のしくみ 
利子 
預金金利と貸し出し金利 
預金金利 りそな普通預金 0.001％ 
貸出金利 銀行→13.375％ （消費者金融→27.375 ％） 
 
利子は「時間を買う」ものまたは「我慢料」 
・買いたいものを買うのを我慢して貯金する→利子がつく 
・1年後までに貯まる（はず）のお金を先取りして今買う 
 
預金は現金通貨のように流通する。 
預金準備率＝銀行が預かった預金のうち、日本銀行に預けなければならない比率。 
預金準備率が 10％の時、銀行が預金を 1000 万円預かったとしたら、100 万円は日本銀行
に預ける必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
預金額     100万円       90万円   81万円 
 

… 

日本銀行 

10万円 

100万円 

90万円 
貸出 

9万円 

81万円 
貸出 

Ａ銀行 B銀行 C銀行 

Ａさん Ｘ社 Y社 

8万 1000円 

日銀預け金（準備預金） 

預金準備率が 10％の場合 
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全部あわせると、100＋90＋81＋…＝約 1000万円になる  
 
信用創造  銀行の信用によって、預金がどんどん増えていくこと。 
 
信用乗数  本源的預金が何倍増えるか。 
 
Ｃ（信用乗数）＝Ｄ（預金）／×Ｄ0（本源的預金） 
 
Ｃ（信用乗数）＝1／ｒ（預金準備率） の関係にある。 
 
 
練習問題５ 
問２ 

消費の理論に関する記述のうち、妥当なものはどれか。【国家Ⅱ種・平成 9年度】 
１ デューゼンベリーの相対所得仮説においては、個人の消費活動は、現在の所得だけで

はなく、将来に達成したい消費水準に依存して決まる。したがって、この仮説の下では、

短期的な所得の減少が生じた場合、所得の減少額以上に消費は減少する。 
２ クズネッツ型の消費関数によると、所得の増加により平均消費性向は低下する。しか

し、ケインズによる長期の時系列データの分析によると、平均消費性向は所得の増加に対

して、ほぼ一定であることが示されている。 
３ フリードマンの変動所得仮説においては、自己の所得獲得能力により決定される恒常

所得よりも、景気変動のような自己の所得獲得能力とは独立の一時的要因によって決定さ

れる変動所得により、個人の消費活動が決定される。 
４ 実質資産の増加が消費の増大をもたらす場合、実質資産の増加は LM 曲線を左方にシ

フトさせ、所得や雇用の均衡水準を減少させる傾向を持つ。この効果をケインズ効果とい

う。 
５ モディリアーニらが唱えたライフサイクル仮説においては、個人の消費活動はその個

人が一生の間に消費することができる所得の総額の大きさにより決定される。この仮説は、

遺産動機や寿命の不確実性を考慮し、より現実的なモデルにすることができる。 
 
４は間違い。 
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問３ 

以下の問に対し、最も適切な答えを１つ選んで、その記号（Ａ～C）を記入しなさい 
 消費のライフサイクル仮説に関する記述のうち、誤っているものはどれですか。【証券ア

ナリスト、平成 10年】 
Ａ 合理的に行動する消費者は、現在時点の所得のみを制約として現在消費を決めるので

はなく、一生涯を通じた所得の流列を考慮しながら、生涯の消費パターンを決める。 
Ｂ ライフサイクル仮説を前提とすると、永続的な減税よりも現時点だけの一時的な減税

の方が、現時点での消費刺激効果が強い。 
Ｃ ライフサイクル仮説が意味を持つためには、若年時にも、将来所得を担保にして望む

だけの借入れが可能でなければならない。 
 
問４ 

マクロ投資理論に関する次の記述のうち、妥当なものはどれか。【地方上級・平成５年度】 
１ 加速度原理では、投資は生産量の変化に比例し、望ましい資本ストックの量とは無関

係に投資が変化する。 
２ 新古典派の投資理論では、資本のレンタルコストとは独立に望ましい資本ストックの

量が決定される。 
３ 資本ストック調整原理によると、望ましい資本ストックの量は現実の資本量に依存し

て決定される。 
４ ケインズの投資理論によれば、利子率が資本の限界効率を上回る限り投資が行われる 
５ トービンのｑ理論によると、企業の株式総額が企業の資本設備などの再取得価格を上

回る限り投資が行われる。 
 
問５ 

投資の変動と株式市場の変動のつながりを説明する「トービンのｑ」に関して最も適切な

ものの組み合わせを下記の解答群から選べ。【中小企業診断士】 
ａ 設置済みの資本の市場価値を設置済みの資本の再取得費用で除した値。 
ｂ 資本の現在の収益性を反映している。 
ｃ 将来の期待される収益を反映している。 
ｄ 「トービンのｑ」が１より小さいと、新規投資を行うことで企業価値が増加する。 
 
１ aと bと c 
２  aと bと d 
３  aと cと d 
４  bと cと d 
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貨幣市場（続き） 
 
マネーサプライとハイパワードマネー 
 
・マネーサプライは市中に流れている現金と預金 
 
・ ハイパワードマネー（マネタリー・ベース、ベースマネーとも呼ぶ）は日本銀行が自由

に動かせるお金（外部貨幣） 
 
ハイパワードマネー＝現金通貨＋準備預金（＝銀行準備、支払い準備金） 
 
準備預金＝あらかじめ銀行預金の一定の割合（法定準備率）を日銀に預けさせること。 
 
貨幣乗数 
ハイパワードマネーが何倍マネーサプライを増やすか 
 
CM（貨幣乗数）＝Ｍ（マネーサプライ）／H（ハイパワードマネー） 
 
 

D
R

D
C

D
C

RC
DC

H
MCM

+

+
=

+
+==

1
 

 
 
貨幣乗数は R／D（支払い準備・預金比率）と C／D（現金・預金比率）によって変化する。 
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マネーサプライとＧＤＰの関係 
 
貨幣数量式（フィッシャーの交換方程式） 

ＭＶ＝ＰＴ 
 
Ｍ 貨幣量（世の中にあるお金の量） 
ｖ 貨幣の流通速度 
Ｐ 物価 
Ｔ 取引回数 
 
リンゴの値段が 100円、取引回数が 30回だと 3000円分お金が動いたことになる。 
貨幣量が 1500円だとすると 
貨幣の流通速度は？ 
 
ケンブリッジ方程式（ＧＤＰとマネーサプライの関係を表す） 

 
フィッシャーの交換方程式のｖを右辺に持ってくる 
Ｍ＝（1／Ｖ）ＰＹ 
 
1／Ｖ＝ｋ とすると、 
 
Ｍ＝ｋＰＹ （ケンブリッジ方程式） 
 
ＧＤＰが貨幣の取引量に比例すると考えると、 
 
Ｍ＝ｋ×ＧＤＰ 
 
Ｍをマネーサプライと考えると、ＧＤＰとマネーサプライが比例する式になる。 
 
ＧＤＰ＝Ｍ／ｋ 
 
となるので、マネーサプライを規則正しく増加させていけば、ＧＤＰのそれに比例して増

加する。（マネタリズムの考え方） 
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公式 
 
名前 公式  
貨幣数量式 
（フィッシャーの交換方程

式） 

ＭＶ＝ＰＴ 
 
 

Vを定義するための式。 

ケンブリッジ方程式 Ｍ＝k×ＧＤＰ 
 
 

貨幣量と GDP の間には比例
的な関係がある。 

マネーサプライ M=C＋D 世の中に流通しているお金 
ハイパワードマネー 
（外部貨幣） 

H=C＋R 日本銀行が管理できるお金 

信用乗数 D=ｃ×D0 

 
ｃ＝1／ｒ（預金準備率） 

もともとの預金（本源的預

金）が何倍の預金を生むか 
 
 

貨幣乗数 Ｍ／Ｈ＝C＋D／C＋R ハイパワードマネーがどれ

だけにマネーサプライを生

むか 
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練習問題６  
問１ 
中央銀行によるマネーサプライの管理に関する次の記述のうち、妥当なものはどれか。 
 なお、マネーサプライは現金通貨と預金から構成され、ハイパワード・マネーは現金通

貨と銀行準備から構成されるものとする。【地方上級・平成８年度】 
１ 中央銀行がハイパワード・マネーを増加させると、貨幣乗数倍のマネーサプライが増

加する。マネーサプライにおける現金通貨と預金通貨の割合によっては、貨幣乗数は１を

下回ることがある。 
２ 中央銀行による公開市場操作は、信用乗数に影響を与えるが、ハイパワード・マネー

には影響を与えない。このため公開市場操作は、信用乗数の変動を通じてマネーサプライ

を変化させることができる。 
３ 中央銀行による法定準備率の操作は、ハイパワード・マネーに影響を与えるが、信用

乗数には影響を与えない。このため法定準備率の操作は、ハイパワード・マネーの変動を

通じてマネーサプライを変化させることができる。 
４ ハイパワード・マネーは内部貨幣とも呼ばれ、市中銀行の負債であり、銀行部門全体

の信用創造によって供給される。このため、中央銀行によるハイパワード・マネーの操作

は不可能である。 
５ 現金通貨と預金の割合が各経済主体の自由な資産選択活動の結果決定されるのならば、

信用乗数が変動しやすくなることにより、中央銀行によるマネーサプライの管理は困難に

なる。 
 
２は誤り。 

 

問２ 
貨幣量が 100、物価が３、取引量が 200 のとき、貨幣の流通速度はいくつになるか。フィ
ッシャーの交換方程式を用いて求めなさい。 
 
１ ２  ２  ３   ３  ４  ４ ５   ５ ６ 
 
問３ 
貨幣量が 750 兆円、名目ＧＤＰが 500兆円のとき、マーシャルのｋはいくつになるか。ケ
ンブリッジ方程式を用いて求めなさい。 
１ 0.5  ２  1    ３  1.5   ４ 2.0   ５ 2.5 
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問４ 
公衆が保有する現金通貨と預金通貨の額をそれぞれＣ，Ｄ、銀行部門が保有する支払い

準備の額をＲとする。【地方上級・平成 7年度】 
 今、公衆の現金・預金比率（Ｃ／Ｄ）は 0.3、銀行部門の支払準備・預金比率（Ｒ／Ｄ）
は 0.1であるとする。 
 ハイパワードマネーの量が 30兆円であるとき、公衆が保有する預金通貨の額Ｄはいくら
か。 
１ 55兆円 ２ 60兆円 ３ 65兆円 ４ 70兆円 ５ 75兆円 
 
問５ 

投資の変動と株式市場の変動のつながりを説明する「トービンのｑ」に関して最も適切な

ものの組み合わせを下記の解答群から選べ。【中小企業診断士】 
ａ 設置済みの資本の市場価値を設置済みの資本の再取得費用で除した値。 
ｂ 資本の現在の収益性を反映している。 
ｃ 将来の期待される収益を反映している。 
ｄ 「トービンのｑ」が１より小さいと、新規投資を行うことで企業価値が増加する。 
 
１ aと bと c 
２  aと bと d 
３  aと cと d 
４  bと cと d 
 


